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●
生
徒
約
一
三
〇
〇
人
の
通
信
制
高
校

　

勇
志
国
際
高
等
学
校
は
、
平
成
一
七
年
に
開
校
し
た
広
域
通
信
制

高
校
で
す
。
こ
の
三
月
で
創
立
一
二
年
と
な
り
ま
す
。
本
校
は
、
熊

本
県
内
唯
一
の
周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
た
離
島
の
町
・
旧
御ご

所し
ょ

浦う
ら

町

（
現
天
草
市
御
所
浦
町
）
の
牧
島
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
当
初
の
生
徒
数
は
一
一
四
名
で
し
た
が
、
七
年
目
で
一
〇
〇
〇

名
、
八
年
目
で
一
二
〇
〇
名
を
超
え
、
九
年
目
か
ら
現
在
ま
で

一
三
〇
〇
名
前
後
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
広
域
（
校
区
を
限
定
せ
ず
全

国
か
ら
広
く
入
学
希
望
者
を
募
る
）
な
の
で
、
生
徒
た
ち
は
全
国
各
地
か

ら
入
学
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
九
州
や
関
東
方
面
が
比
較
的
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

「
勇
志
の
心
」
と
題
し
て
「
国
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
し
、
人
を
愛
す

る
」
を
校
訓
に
、「
一
、
親
孝
行
す
る
青
少
年
た
れ　

二
、
志
あ
る

人
間
た
れ　

三
、
誇
り
あ
る
日
本
人
た
れ　

四
、
役
に
立
つ
国
民
た

れ　

五
、
尊
敬
さ
れ
る
国
際
人
た
れ
」
の
五
項
目
の
教
育
方
針
を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　

通
信
制
高
校
の
生
徒
た
ち
の
日
常
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に

よ
る
当
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
録
画
授
業
Ｍ
Ｓ
Ｔ（M

ultim
edia Sm

art 

T
eacher

）
を
自
宅
で
視
聴
し
、
毎
月
決
め
ら
れ
た
枚
数
の
レ
ポ
ー
ト

を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
提
出
し
ま
す
。
そ
れ
を
先
生
た

ち
が
添
削
し
て
、
指
導
し
ま
す
。
自
宅
学
習
の
際
は
、
録
画
授
業
だ

け
で
な
く
テ
レ
ビ
電
話
シ
ス
テ
ム
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
独
自

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
必
要
単
位
の
修
得
の
た
め
に
は
、
年
間
に
決
め
ら
れ
た

時
間
の
面
接
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
校
で
は
、
牧

御所浦島

横浦島牧島

天草上島

水俣市 5km

獅子島

八代市

天草市御所浦町：御所浦島・牧島・
横浦島の有人3島を含む18の島々で
構成。平成18年に9市町と合併し天
草市となった。牧島は御所浦島と道
路橋で連結している。有人3島の面
積は計19.13km2、人口2,952人（平成
29年1月末現在）。タイやブリなど
の養殖、柑橘栽培がさかん。

島
の
魅
力
で
立
ち
直
る
生
徒
た
ち

学
校
法
人
青
叡
舎
学
院 

勇
志
国
際
高
等
学
校 

校
長　

野
田 

将
晴

●❷
御ご

所し
ょ

浦う
ら

島じ
ま

ほ
か（
熊
本
県
天
草
市
）
─
勇
志
国
際
高
等
学
校

◦通信制高校◦
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島
に
あ
る
本
校
で
の
集
中
ス
ク
ー
リ
ン
グ
（
四
泊
五
日
、
年
間
二
〇
回

程
度
実
施
）
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
関
東
と
福
岡
で
は
、
希
望

者
は
地
元
の
学
習
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
通
学
型
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

に
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
全
体
の
七
割

ぐ
ら
い
は
集
中
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
る
現
状
で
す
。

●
心
の
壁
を
取
り
払
う
島
や
地
域
の
力

　

旧
御
所
浦
町
は
、
三
つ
の
離
島
振
興
法
指
定
有
人
島
で
構
成
さ
れ

る
、
総
面
積
約
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
町
で
す
。
ス
ク

ー
リ
ン
グ
の
際
、
生
徒
た
ち
は
主
に
八や
つ

代し
ろ

港
か
ら
海
上
タ
ク
シ
ー
に

乗
っ
て
約
一
時
間
か
け
て
同
町
に
あ
る
本
校
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

島
に
は
都
会
に
あ
る
も
の
は
何
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
都
会

か
ら
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。
美

し
い
海
、
温
か
い
人
情
、
助
け
合
う
人
々
の
暮
ら
し
、
満
天
の
星
空
、

そ
し
て
民
宿
で
の
心
の
こ
も
っ
た
お
い
し
い
海
の
幸
の
ご
ち
そ
う
な

ど
…
…
。

　

通
信
制
高
校
の
生
徒
た
ち
の
約
七
割
は
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
で

苦
し
ん
で
い
た
子
、
あ
と
は
そ
の
逆
で
元
気
が
良
す
ぎ
て
は
み
出
し

た
子
な
ど
で
す
。
み
ん
な
心
の
中
に
バ
リ
ア
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に

引
き
込
も
っ
て
孤
立
し
、
苦
し
ん
で
い
る
状
況
は
同
じ
で
す
。
こ
の

バ
リ
ア
を
破
る
こ
と
か
ら
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
舞
台
装
置
と
し
て
御
所
浦
に
は
、
最
高
の
条
件
が
揃
っ
て
い
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
の
島
の
生
活
す
べ
て
が
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
ま
さ
に
「
非
日
常
体
験
」。
こ
れ
が
効
果
抜
群
な
の
で
す
。
島

に
本
校
を
置
く
メ
リ
ッ
ト
の
第
一
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

創
立
か
ら
一
二
年
、
卒
業
生
は
三
六
〇
四
名
を
数
え
ま
す
。
こ
の

間
、
生
徒
た
ち
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
て
痛
切
に
感
じ
る
の
は
、

彼
ら
は
「
心
の
居
場
所
」
を
な
く
し
て
い
て
、
孤
独
の
中
で
も
が
き

御所浦の全景。
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の
居
場
所
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
心
の
居
場
所
が
で
き
た
と
き
、

彼
ら
の
バ
リ
ア
は
取
り
除
か
れ
ま
す
。

●
地
元
と
協
力
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習

　

御
所
浦
の
海
に
は
子
ど
も
た
ち
の
心
を
開
か
せ
る
不
思
議
な
パ
ワ

ー
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
海
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学

習
な
ど
を
実
施
で
き
る
の
が
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

で
す
。
本
校
の
前
に
は
、
美
し
く
穏
や
か
な
入
り
江
が
広
が
っ
て
ま

す
。
そ
こ
で
は
御
所
浦
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
や
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
「
伝
馬
舟
」
の
伝
統
を
後
世
に
伝
え
て

い
こ
う
と
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
も
そ
の
団
体
の
皆
さ
ん
の

指
導
で
、
伝
馬
舟
漕
ぎ
の
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
生
徒
た

ち
に
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
夏
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
は
、
学
校
前
か
ら
船
で
一
〇
分
ほ
ど

の
距
離
に
あ
る
無
人
島
で
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
地
引
網
体

験
を
実
施
し
ま
す
。
そ
こ
で
獲
れ
た
魚
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
際
、

み
ん
な
で
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
名
物
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

魚
釣
り
も
体
験
学
習
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
初
め
て

魚
釣
り
を
し
た
女
子
生
徒
な
ど
が
、
何
キ
ロ
も
あ
る
見
事
な
鯛
を
釣

り
上
げ
て
感
動
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
八
年
四
月
の
熊
本
地
震
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

当
校
で
は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
か
ら
「
被
災
地
で
よ
み
が
え
っ
た

苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
で
は
、
心
の
居

場
所
と
は
何
か
。
そ
れ
が

わ
か
る
ま
で
時
間
を
要
し

ま
し
た
。
心
の
居
場
所
と

は
、
自
分
の
長
所
を
認
め

て
く
れ
る
人
の
存
在
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
答
え
に

気
づ
い
た
と
き
か
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
目
の
前
で
は

っ
き
り
と
立
ち
直
っ
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
校
の
生
徒
指
導
の
基

本
は
「
一
、
長
所
を
認
め

て
長
所
を
伸
ば
す　

二
、
日
本
人
の
誇
り
を
取
り
戻
す
」
で
す
が
、

そ
れ
は
こ
の
気
づ
き
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
ス
ク
ー
リ
ン
グ
一

日
目
に
心
の
バ
リ
ア
を
破
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
成
否
に

か
か
わ
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
で
生
徒
た
ち
に
「
な
り
た
い
自
分
」
を
書
か
せ
る
こ
と

で
し
た
。
な
り
た
い
自
分
に
つ
い
て
自
問
自
答
す
る
こ
と
で
、
嫌
な

自
分
ば
か
り
気
に
し
て
い
た
生
徒
た
ち
の
心
の
姿
勢
が
プ
ラ
ス
の
方

向
に
一
八
〇
度
変
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
「
な
り
た
い
自
分
こ
そ
本
当

の
自
分
」
だ
よ
と
教
え
て
あ
げ
る
。
そ
の
瞬
間
、
教
師
が
彼
ら
の
心

民宿での食事風景。
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の
集
中
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
一
一
日
に
関
係
な
く
毎
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
生
徒
た
ち
の
期
待
を
超
え
る
感
動
授
業
を

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
得
た
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
「
感
動
」
が
人
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
校

で
は
、
す
べ
て
の
授
業
が
「
感
動
授
業
」
で
あ
る
こ
と

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
自

分
の
期
待
通
り
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
時
、

満
足
す
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に
感
動
は
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
ら
の
期
待
を
超
え
た
と
き
初
め
て
感
動

が
あ
る
、
こ
の
こ
と
を
先
生
た
ち
は
体
験
的
に
知
っ
て

い
ま
す
。

『
絆
』
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

毎
月
一
一
日
を
中
心
に
「
絆
の
日
活
動
」
を
取
り
入
れ
、
全
国
の
学

習
セ
ン
タ
ー
で
公
共
の
場
な
ど
の
清
掃
活
動
を
生
徒
た
ち
と
と
も
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
各
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
元
の
住
民
の
方
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
、
本
校
で
は
地
域
住
民
と

の
恒
例
行
事
に
な
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
本
校

地元の皆さんの指導による伝馬舟体験。

地引網体験の様子。

生まれて初めての魚釣りで、大物を釣り上げ
喜ぶ女子生徒。
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満
足
は
一
時
的
で
す
が
、
感
動
は
持
続
し
ま
す
。
そ
し
て
感
動
を

誰
か
と
共
有
し
た
い
と
い
う
欲
求
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
欲
求
を
行
動

に
移
す
（
つ
ま
り
身
近
な
人
に
そ
の
感
動
を
話
す
）
時
、「
利
他
心
」
が
芽

生
え
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
根
底
に
行
き
過
ぎ
た
個

人
主
義
が
あ
る
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
利
他
心
は
、
幼
児
期
か
ら

成
長
す
る
に
つ
れ
芽
生
え
て
い
き
ま
す
。
家
庭
教
育
も
学
校
教
育
も
、

こ
の
利
他
心
の
成
長
を
促
す
こ
と
が
大
き
な
目
標
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
「
心
の
成
長
」
と
は
、
ま
さ
に
「
利
他
心
の
成

長
」
と
同
義
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

　

当
校
で
認
可
を
い
た
だ
い
て
い
る
定
員
は
、
二
〇
〇
〇
名
で
す
。

ま
ず
は
、
一
年
で
も
早
い
定
員
達
成
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
よ

り
安
定
し
た
経
営
の
も
と
教
育
環
境
を
さ
ら
に
快
適
な
も
の
に
改
善

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
教
育
分
野
で
地
域
へ
恩
返
し

　

当
校
は
、
合
併
前
の
旧
御
所
浦
町
の
教
育
特
区
と
し
て
誕
生
、
平

成
二
二
年
に
熊
本
県
か
ら
学
校
法
人
の
認
可
を
い

た
だ
い
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
地
元
御
所
浦

町
の
ご
恩
を
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
、
日
本
中
の
不
登
校
の
生
徒
た
ち
や
、
引

き
こ
も
り
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
が
、
こ
の
御
所

浦
と
い
う
癒
し
の
空
間
に
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
よ

う
、
そ
し
て
、
こ
の
地
で
心
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
、
一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
御
所
浦
の
振
興
と
な
り
、

恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
当
校
の
標
語
を
一
つ
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

「
喜
べ
ば　

喜
び
ご
と
が
喜
ん
で　

喜
び
集
め
て

　

喜
び
に
来
る
」�

■

「絆の日」の清掃活動。

スクーリング最終日。地元の方々から紙テープで見送られる生
徒たち。
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野田将晴 （のだ まさはる）

昭和20年、熊本市生まれ。同39年、熊本県警察官拝命。同45年か
ら2年間、青年海外協力隊としてマレーシアで柔道・逮捕術を指導。
同51年、元号法制化運動に没頭するため警察官を辞職。熊本市議
会議員（1期）、同県議会議員（3期）を経て、平成17年4月より現職。
著書に『教育者は、聖職者である。』（高木書房）ほかがある。

　それは突然やって来た《黒船》のよう
でした。平成17年、住民の「何が起こる
のだろう、どうも普通の高校と違うみた
いだ」という不安と期待を受けながら、
勇志国際高等学校は船出をしました。
　当時、熊本県唯一の離島自治体だった
御所浦町、三千数百人しかいない島。潮
焼けした顔の男たち、畑仕事をする女た
ち、しかも老人が多い。生徒たちの目に
島はどのように映ったのでしょうか。ま
た逆に、島人は生徒たちを見てどう感じ
たのでしょうか。子どもたちの外見には
〈ビックリ〉が多々あったと思います。言
葉、ファッションの違いもありました。
しかし、住民と生徒たちとの間の違和感
は、月日とともになくなっていったよう
な気がします。それは、ともに助け合う
ことを当たり前としてきた島の暮らしが
あったからだと思います。
　最初は、知らない人にいきなり「こん
にちは」と挨拶されて、戸惑う生徒もい
ましたが、次第に生徒たち自身から話し
かけて来るようになっていきました。こ
れは、これまでに経験したことのない、
島とのかかわりによる心の変化ではな
いのかなと思います。
　勇志国際高等学校の存在は、御所浦
町に多くの〈仕事〉も生み出してくれて
います。貸切船、送迎バス、宿泊、商店、
体験学習の手伝いなどさまざまです。
また、生徒たちの存在自体が町を元気に
してくれます。地区の祭りへの参加、イ

ベントなどの協力、そして伝馬舟櫓漕ぎ
の伝承などがあげられます。これらは
伝馬舟愛好会との連携のもと、勇志国際
高等学校が体験学習として取り入れて
いるものです。
　伝馬舟は、小さな木造舟。3人も乗る
と舟べりは水面ギリギリで、初めて体験
する子どもは乗るだけでも大変です。
しかも生徒同士はスクーリングの時以
外に会うことは少ないとのことです。し
かし彼らは、舟が傾くのを調整したり、
漕ぎ方を教え合ったりとお互い助け合
うのです。協調性を感じる瞬間です。
　生徒たちの宿泊は、島の旅館、民宿、
ホテルを利用します。スクーリングに
よって宿泊業者は、安定した経営ができ
るようになりました。スクーリング開始
当初は、島側が受け入れに慣れていない
こともあり、戸惑いもありました。通常
のお客様の受け入れと違うので、皆で集
まって勉強会などを開いたこともありま
す。その結果、今日では生徒たちをまる
で家族のように、孫が帰って来たかのよ
うに思いながら受け入れています。
　勇志国際高等学校という《黒船来校》
から12年、同校が御所浦町にもたらし
た変化は大きいと思います。人口減少、
限られた仕事、若者の島離れ、そんな島
の住民に《黒船》がエールを送ってくれ
ている気がします。
　何かができる。何かをやろう。先人た
ちが守ってきた御所浦で！

◆島の住民からみた通信制高校◆

（民宿「エンジョイもりえだ」経営　森枝三千尋）




